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【令和４年度実績】 

1. Redox Week in Sendai 2022の開催によるレドックスバイオロジー

研究国際ネットワークの強化 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓, No.28 (2)-1 

国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化 
 
実績報告 

本学の星陵地区における医学・生命科学研究は、酸化ストレス応答やレドックス制御に関する研

究で世界的に優れた業績を挙げている。 

 

こうしたいわゆるレドックス生物学における世界の研究拠点として、これまでも数年ごとに国際会

議が開催されてきており、2019年秋には、Redox Week in Sendai 2019を開催した。本年度は、

これまでの中で最も大きい規模で、Redox Week in Sendai 2022として、レドックス生物学とその

関連分野をテーマとする４つの国際会議を組み合わせる形で 5日間にわたり開催した。コロナ禍

が完全には収束していなかったことから、ハイブリッド形式での開催としたが、星陵地区に４つの

会場を設定し現地参加を主とする国際会議としたところ、海外からは 80名を超える参加者が、国

内からは、250名を超える参加者が来仙し、対面での研究交流を行うことができた。また、オンラ

イン参加者も含めて、合計 400人以上が参加し、新型コロナ感染症の蔓延後に東北大学で開催

された最大規模の国際学術イベントとなった。 
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初日の 10月 28日に開催したカロリンスカ研究所と東北大学の JST二国間共同研究事業のジョ

イントシンポジウムでは、酸化ストレス応答で中心的役割を果たす KEAP1-NRF2制御系と含セレ

ンタンパク質についての最新の研究成果が発表された。続く 29日からは、国際一酸化窒素会

議、国際硫黄生物学会議、知のフォーラム”Redox biology evolving and emerging in medicine 

and human health”を並列で開催し、一酸化窒素や硫黄代謝物に関する化学的基盤と医学・生

物学的意義、さらに、臨床医学的応用に関する研究が熱く議論された。一連の会議の中で、共同

利用共同研究拠点「加齢医学研究拠点」共催セッション、「環境ストレス老化研究センター」共催セ

ッションを設定し、加齢医学研究所におけるレドックス研究を第一線の世界の研究者にアピールし

たところ、複数の共同研究の開始につながった。また、本国際会議の開催をきっかけとして、

Gordon Research Conferenceへの招待にも繋がり、世界のレドックス生物学コミュニティに新た

な風を送り込むことができたといえる。 
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 ポスター.png,  redox biology .png,  program.png 

 
 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%9B%E3%82%9A%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/redox%20biology%20.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/program.png
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2. 環境ストレス老化研究センターの活動と研究基盤整備 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓, No.20 (2)-1 

社会の要請に応える研究の推進, No.28 (2)-1 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共

同研究拠点の機能強化, No.32 (3)-2 新規医療イノベーションの創出 
 
実績報告 

これまで、環境ストレスに対する応答機構の研究は、老化研究とは独立に進められてきた。その

ため、老化に伴う環境要因への応答・適応能力の変化、適応不全がもたらす老化過程への影

響、環境ストレスへの応答・適応を改善することによる老化遅延の可能性、などには不明な点が

多数残されている。遺伝要因に比較して後天的な介入の余地が大きい環境要因に焦点を当てた

老化研究は、実社会で真に効果的な老化遅延戦略の基盤をなすものとして必須であるにもかか

わらず、世界的にも本拠点以外で系統的に取り組んでいる施設は見当たらない。すなわち、環境

ストレスに対する応答機構の研究と老化研究の包括的な融合が、本拠点が挑む新基軸である。 

 

本事業での取り組みの一つは環境要因を負荷しながら２年間飼育した老齢マウスを作成すること

である。このように、リアルワールドにおける加齢環境を模倣した老齢マウスの作製は他の動物

施設や実験動物業者にないものであり本センターの独自の取り組みである。本年度は、高脂肪食

投与マウスと運動負荷マウスの飼育を開始した。今後 2年間に渡り飼育を続ける予定である。一

方、2019年度から通常飼育をした 24ヶ月齡以上の老齢マウスの供給を開始しており、2022年

度には、共同利用共同研究として 8課題に対して合計 100匹を供給した。 
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もう一つの本事業の取り組みは、新しい生体試料として呼気凝縮液を利用するための基礎研究を

推進することである。 
 

 

ムーンショット型研究開発事業「ミトコンドリア先制医療」と協力して、食道がん患者 25名と年齢を

揃えた健常人 10名の呼気凝縮液を採取して代謝物を分析したところ、健常人に比較して食道が

ん患者ではプロファイルが大きく異なることが明らかになった。また、それぞれに対応する血漿の
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代謝物も同様に分析したところ、やはり、食道がん患者と健常人との間には大きな違いがあること

が明らかになった。 
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この結果をうけて、現在、AMED次世代がんに応募を計画している。また、呼気凝縮液を用いた

病態解析をモデル動物で検討するため、本事業ではマウスやハムスターから呼気凝縮液の採

取・分析を可能にする独自のプラットフォームを構築している。 
 

 

これまでにマウス由来の呼気凝縮液の分析に成功し、またハムスターを用いた呼気凝縮液の解

析において感染症の解析も可能になりつつある。このような呼気解析プラットフォームは国内外に

おいて極めて独自性が高く、次世代医学研究の技術ブレークスルーとなりうる。 

 CERA紹介.png,  マウス供給実績.png,  呼気オミックス紹介.png,  食道がん

１.png,  食道がん２.png,  食道がん３.png,  マウス呼気.png 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/CERA%E7%B4%B9%E4%BB%8B.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%82%B9%E4%BE%9B%E7%B5%A6%E5%AE%9F%E7%B8%BE.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%91%BC%E6%B0%97%E3%82%AA%E3%83%9F%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9%E7%B4%B9%E4%BB%8B.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%A3%9F%E9%81%93%E3%81%8B%E3%82%99%E3%82%93%EF%BC%91.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%A3%9F%E9%81%93%E3%81%8B%E3%82%99%E3%82%93%EF%BC%91.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%A3%9F%E9%81%93%E3%81%8B%E3%82%99%E3%82%93%EF%BC%92.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%A3%9F%E9%81%93%E3%81%8B%E3%82%99%E3%82%93%EF%BC%93.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%82%B9%E5%91%BC%E6%B0%97.png
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3. RNAエピトランスクリプトーム生命科学分野の創発と疾患応用 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓, No.20 (2)-1 

社会の要請に応える研究の推進 
 

実績報告 

新型コロナウイルス感染症の蔓延やmRNAワクチンの普及によって、医学や創薬における

RNAの重要性が再認識され、現在もっとも注目されている研究分野である。また近年、RNAに

多様な化学修飾が存在することも明らかになり、RNAエピトランスクリプトームと呼ばれる研究分

野が世界規模で隆興している。特に、mRNAワクチンに導入されている化学修飾がmRNAワク

チンの効能に大きな効果が発揮していることが示すように、RNA修飾は次世代医療のモダリティ

でもある。加齢医学研究所では RNAと RNA修飾が関わる生命機能と疾患に着目して精力的に

研究を展開している。R4年度では、ミトコンドリア tRNA変異によるミトコンドリア病の発症機序を

解明し、大きな研究成果をあげた。ミトコンドリア病は主にミトコンドリア DNAの点変異によって発

症する難病であり、有効な治療法や治療薬は存在しない。しかし、ミトコンドリア DNAの病原性変

異を有するモデル動物の欠如によりミトコンドリア病研究や創薬が著しく遅れており、モデルマウ

スの樹立が世界中のミトコンドリア研究者や患者の悲願である。加齢研ではミトコンドリア移植と

いった高度なミトコンドリア生殖技術を有して、その技術水準は世界トップレベルである。この技術

を利用して、R4年度ではヒトミトコンドリア DNAの A3302G変異を有するモデルマウスの樹立に

世界で初めて成功した。同マウスでは、ミトコンドリア RNAのプロセッシング異常により、ミトコンド

リアの翻訳異常やエネルギー代謝が障害され、ヒトと同様な症状を示した。本研究成果は

Nucleic Acids Research誌に掲載され (Nucl Acids Res 2022)、ミトコンドリア病研究のブレーク

スルーとして世界的な反響を呼び、マウスの利用や技術提携に関する相談も増えている。また、

RNA修飾が分解された後細胞外に分泌され、これら RNAに由来する修飾メタボライトのうち、未

修飾アデノシンの 10倍以上強力な受容体活性能を持つ修飾メタボライトm6A(N6-

methyladenosine)が同定され、RNAに由来する新しい炎症因子の存在が明らかになった。更に

最近では抗 COVID-19薬として我が国で最初に承認された核酸製剤レムデシビルについても、

心臓に強発現するウロテンシン受容体への想定外のアゴニスト能を発見し、拮抗剤投与による副

作用の抑制が証明された。これらの一連の成果により、資生堂女性研究者サイエンスグラントや

アステラス優秀発表賞を受賞し、RNAエピトランスクリプトーム研究における新たな分野が創発さ

れた。 

 

 RNA epitranscriptome.png 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/RNA%20epitranscriptome.png


（17 加齢医学研究所） 

9 

4. スマートエイジングを目指す日欧共同仮想コーチングシステムの研究開

発（e-VITA） 

「社会との共創」 

No.13 (2)-2 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開, 

No.20 (2)-1 社会の要請に応える研究の推進, No.23 (3)-2 卓越した研究を基盤とした産業界等

との共創教育の展開, No.28 (2)-1 国際共同利用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点

の機能強化, No.32 (3)-2 新規医療イノベーションの創出 
 

実績報告 

近年、「ソーシャルロボット」が様々なメディアで取り上げられ、家電として人々の生活に浸透しつ

つある。しかし、高齢者にとっては、使い勝手が悪く普及の妨げになっている。そこで、東北大学

は、日本や欧州の研究者とコンソーシアムを組み、人間とデジタルとのインタフェースに着目し使

い勝手のよい、ICTを活用した高齢者向け健康アドバイスシステムの開発に取り組むこととした。

このプロジェクトは E-VITAと呼ばれ、欧州委員会の研究支援プログラムHorizon 2020および

日本の総務省の支援を受けている。 

 

日欧では超高齢化社会に突入して高齢者の健康寿命の延伸が求められている中、個々人の状

況に応じたサポートが不可欠である。この日欧共通の課題を解決するために、ICTを活用し自立

した生活をサポートする仮想コーチングシステムを開発する。また実際の人間がアドバイスする人

間コーチの体制を自治体や地域と連携して構築することにより、効果的なアドバイスをすることを
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目指す。また国際標準化の原案を作成し、社会実装につなげることを目的とし、実証実験の実施

およびビジネスプランの構築も目指す。 

現在までに、日欧で合計 24名実現可能性試験を実施し、被験者宅に会話ロボットおよびセンサ

ーを設置してデバイスの受け入れやすさを調査した。日欧の文化の違いでデバイスの受容性に

差が見られた。また、関心度によってコーチング内容を変えてモチベーションを高めていくことが必

要となる。そこで関心度に応じたコーチング概念（コーチングサイクル）を構築し、ロボットとの会話

シナリオにこれらの要素を取り入れた。さらに、ロボットからの「声掛け」、一日を振り返る「オープ

ンな会話」が求められ、ロボットから会話を開始する「プロアクティブコーチング機能」やオープンな

会話を可能とする「ChatGPT」をシステムに導入し現在ユーザー経験を検証中である。 

 

 

本プロジェクトにおいて国際的に多くの活動やイベントを活発に実施している。プロジェクトチーム

では、週 7つの定例の日欧国際会議を開催し、コンテンツ、技術的内容、システム内容、社会実

装など、様々な面について議論している。月 1回日欧のプロジェクト管理委員会が開催され、また

年 1回で国際的な専門家による顧問委員会が開催されている。また、日欧の内部メンバーで 25

以上の国際ワークショップを開催した。外部のメンバーを含む国際会議を 15以上の国際会議に

開催および参加した。 
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（17 加齢医学研究所） 

12 

プロジェクトにおいては、136回にわたる一般向けの普及活動（プレスリリース、ラジオ、ワークショ

ップ等）、9本の科学雑誌論文、20本の会議論文、1本の書籍の章を発表した。現在、科学雑誌

に 6本の論文を、5本の科学雑誌論文をドラフト中、1本の書籍の章がドラフト中である。その他

国際的映像作家のイヴ氏とのプロジェクト PR動画や podcastおよびニュースレターの制作（英

語・日本語、印刷物＆オンライン）を実施した。本動画作成はアートとデジタルのコラボレーション

プロジェクトとして継続的に実施予定である。プロジェクトのホームページおよび Twitterを開設し

ており、169以上の記事を掲載しており研究内容を国際的に発信している。 

 e-VITA紹介.png,  ふれあい１.png,  ふれあい２.png,  国際会議１.png,  国際会議

２.png,  国際会議３.png 

 

5. 小動物用MRIの利用促進プラットフォーム形成と国際連携 

「研究」 

No.13 (2)-2 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開, 

No.23 (3)-2 卓越した研究を基盤とした産業界等との共創教育の展開, No.28 (2)-1 国際共同利

用・共同研究拠点及び共同利用・共同研究拠点の機能強化 
 

実績報告 

加齢医学研究所内に高磁場（７テスラ）小動物用MRIを有している。マウス・ラットが主な撮像対

象であり、大きさに依存して他の小動物のMRI撮影も可能である。非侵襲で生体内を高解像度

に画像化できる数少ない実験装置である。頭部を撮影する神経科学領域の研究と末梢器官を対

象とした医学領域の研究の発展に貢献している。 

令和 3年度から文部科学省「先端研究基盤共用促進事業」の支援を受けて研究用MRI共有プ

ラットフォームの形成を推進している。東北大学、理化学研究所、実験動物中央研究所、量子科

学技術研究開発機構、東京都立大学、大阪大学国立循環器病研究センター、明治国際医療大

学、熊本大学、沖縄科学技術大学院大学の全国 10施設が参画している。領家梨恵助教（応用脳

科学研究分野）が東北大学の業務主任者及び担当責任者として代表を務める。 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/e-VITA%E7%B4%B9%E4%BB%8B.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%81%B5%E3%82%8C%E3%81%82%E3%81%84%EF%BC%91.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%81%B5%E3%82%8C%E3%81%82%E3%81%84%EF%BC%92.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E4%BC%9A%E8%AD%B0%EF%BC%91.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E4%BC%9A%E8%AD%B0%EF%BC%92.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E4%BC%9A%E8%AD%B0%EF%BC%92.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E4%BC%9A%E8%AD%B0%EF%BC%93.png
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本事業では全国に点在する研究用MRI設備を高度なデジタル化により集約し、現実空間と仮想

空間を統合することで複数の大学・施設により構成されるプラットフォームの形成を行っている。研

究用MRI装置を仮想的につなげることで全国の研究者が共用でき、最先端のMRI装置の利用

ができるようになることを目標としている。さらに、画像保管や画像解析を仮想空間において一元

化することで、異なる画像解析法の比較や応用技術の開発を目指す。加齢医学研究所は、特に

これまで培った加齢動物研究の知見（行動、MRI、死後脳組織）とノウハウを生かし、加齢医学研

究支援拠点として活躍している。 

• 利用支援体制の構築 
 
東北大学加齢医学研究所の専門スタッフ 4名、非常勤講師 1名にてプラットフォーム事

業を行った。国立大学法人大阪大学に設置する外部有識者や各機関の業務主任者及び

技術指導員が参加するプラットフォーム運営委員会に参加した。 

• 専門スタッフの配置・育成 
 
研究用MRI技術の高度専門知識を持った人材として技術指導員 2名を配置し、リモー

ト実験に対応すると共に研究用MRIの協力機関であるブルカージャパン株式会社及び

高島製作所などの企業とも連携することで、リエゾン機能を持たせた協同体制を構築し

た。 

• 遠隔地からの利用・実験の自動化等に係るノウハウ・データの蓄積・共有、利用システム

の標準化、技術の高度化に向けた利用支援（利用と機器開発の連携拡大）等 

加齢医学研究における遠隔地からの利用・実験の自動化等を目指した脳機能研究のサポートを

行った。さらに、若齢動物から老齢動物の行動解析及び組織解析を行い、高感度脳機能測定を

可能とするオーダーメイドMRIコイルを用いたMRIデータとの測定及び個体間比較を行うことで

当該技術のノウハウとデータの蓄積を実施した。 

特筆すべき国際連携として、本施設がデータを提供し、世界各国の多施設が参画した国際的ラッ

ト機能的MRI比較研究が、2023年 3月に Nature Neuroscience誌（Nature出版）に掲載され

た。世界の 46施設から 200名の研究者が著者に名を連ねる巨大プロジェクトである。

Volume26 Issue4の表紙を飾った。 
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これまで世界でスタンダードとなる実験プロトコルと解析方法が存在せず、施設間でばらつきのあ

る実験結果が得られており、機能的MRIの結果の解釈に難があった。そこで、本プロジェクトに

よりブラッシュアップされたスタンダードとなる方法が確立されたことから世界中の研究者コミュニ

ティで反響をよんでいる。この実績の素晴らしい点は、各施設の既存データセット（65データセッ

ト；ラット 646匹）からスタンダード候補の統一プロトコルを作成し、その後そのプロトコルを用いて

20施設から 21個のデータセット（ラット 209匹）を新たに得たことである。これによりこのプロジェ

クトで作成されたプロトコルが高い妥当性を有していることが示された。 

 
 

また本施設を利用した国際共同研究（テキサス大学との共同研究）であるヒト 22番染色体の

22q11.2上にある Tbx1のコピー数多型の遺伝子組換マウスの研究が 2022年 2月に

Molecular Psychiatry誌（Nature出版） に掲載された。MRIを用いて全脳解析を行ったことで、

新たに海馬采の軸索形成異常が明らかになった。22q11.2欠失症、および自閉症スペクトラム障

害と統合失調症の特発性症例における認知速度の変化の基盤研究に新たな方向性をしめす有

意義な研究である。 

 

 NatNeuroscience_cover.png,  MRIプラットフォーム.png,  ラットプロトコー

ル.png,  マウス実験例.png 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/NatNeuroscience_cover.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/MRI%E3%83%95%E3%82%9A%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%9A%E3%83%AD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%AB.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%9A%E3%83%AD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%AB.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%82%B9%E5%AE%9F%E9%A8%93%E4%BE%8B.png
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6. 令和４年度における教員の研究時間確保に係る取組実績 

「教員の研究時間確保」 

No.21 (2)-2 多様な研究力を引き出す研究支援機能の充実・強化, No.46 (1)-2 全学 DX による

デジタル・キャンパスの推進 
 

実績報告 

1. 知的相談よろず相談室の開催 

令和 3年度より、知的財産部職員による相談会（知的財産よろず相談室）を月 1回開催し、申請

など知的財産に関する疑問等を教員が直接相談することによって、疑問等の解決に要する時間

を縮減し、教員の研究時間確保に繋げている。令和 3年度には、10件の相談を受け、うち 3件

が知財に発展したのに対し、令和 4年度には 11件の相談を受け、うち 7件が知財に結びつき

（前年度比 2.3倍）、年々成果が挙がっている（図 1）。 

 

2. 共通機器取扱説明会の開催 

教員が共通機器の使用法の習得に要する時間を短縮するために、定期的に開催する取扱説明

会に加えて、ユーザーに個別対応で取扱説明を行い、研究の迅速な遂行に繋げている。説明会

の回数および時間は年々増加しており、令和 4年度は定期取扱説明会を 54回（前年度比 2.1

倍、延べ 63時間）、個別の取扱説明を 235回（延べ 510時間）行なった（図２）。 
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3. RA・AAの雇用 

教員の業務を支援するために RA（リサーチ・アシスタント；研究の補助）および AA（アドミニストレ

イティブ・アシスタント；講義や各種業務の補助）を積極的に雇用しており、その数は年々増加して

いる（令和 2年度 41名、令和 3年度 52名、令和 4年度 80名（前年度比 1.5倍）；図３）。これに

より教員の業務負担が軽減され、研究時間の確保に繋がった。 

 
 

4. 所内各種委員会等の開催方法の変更 

所内各種委員会等の開催方法を、大部分の所内各種委員会等においてメール審議やWeb会議

に変更することによって、会議に係る拘束時間を縮減し、教員の研究時間確保に繋げた。令和 4

年度のメール審議・Web会議率は 87.9% (51/58)であった（図４）。 
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5.  事務業務の DX化の推進 

DX化を推進し業務の効率化を図り、教員のサポート時間を確保できる体制を構築した。例えば

各種報告書、調査書等の作成にあたっては、事務部で原案を作成、あるいはポイントを取りまと

め教員へ示すことで、各種報告書、調査書等の作成に要する時間を縮減し、研究時間確保に繋

げた。また共通機器使用申請等の事務手続きをオンライン化するなど、教員の事務処理の DX

化を推進することによって、教員の研究時間確保に繋げた。 

 図１ 知的財産よろず相談室の年度別相談件数.png,  図２ 共通機器取扱説明会の年度別

開催件数.png,  図３ RA・AAの年度別採用者件数.png,  図 4 令和４年度各種委員会開催

状況.png 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%91%20%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E3%82%88%E3%82%8D%E3%81%99%E3%82%99%E7%9B%B8%E8%AB%87%E5%AE%A4%E3%81%AE%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%88%A5%E7%9B%B8%E8%AB%87%E4%BB%B6%E6%95%B0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%92%20%E5%85%B1%E9%80%9A%E6%A9%9F%E5%99%A8%E5%8F%96%E6%89%B1%E8%AA%AC%E6%98%8E%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%88%A5%E9%96%8B%E5%82%AC%E4%BB%B6%E6%95%B0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%92%20%E5%85%B1%E9%80%9A%E6%A9%9F%E5%99%A8%E5%8F%96%E6%89%B1%E8%AA%AC%E6%98%8E%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%88%A5%E9%96%8B%E5%82%AC%E4%BB%B6%E6%95%B0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%93%20RA%E3%83%BBAA%E3%81%AE%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%88%A5%E6%8E%A1%E7%94%A8%E8%80%85%E4%BB%B6%E6%95%B0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B34%20%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%94%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%90%84%E7%A8%AE%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A%E9%96%8B%E5%82%AC%E7%8A%B6%E6%B3%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B34%20%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%94%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%90%84%E7%A8%AE%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A%E9%96%8B%E5%82%AC%E7%8A%B6%E6%B3%81.png

